
アカデミック・リンク，はじまる
新しい学習支援の形の実現にむけて

竹内 比呂也，川本 一彦，白川 優治

（千葉大学アカデミック・リンク・センター）

1

2011.6.10
第１回アカデミック・リンク・セミナー



アカデミック・リンクによる千葉大学の教育改革

目的：「考える学生の創造」
「生涯学び続ける基礎的な能力」「知識活用能力」を持つ学生の育成

アカデミック・リンク
「学習とコンテンツの近接」による能動的学習の実現

コンテンツ構築・提供、情報基盤、人的支援、学生のニーズに
適した学習空間の統合・連携による学習・教育の革新

コンテンツ・ラボ ティーチング・ハ
ブ

アクティブ・ラーニン
グ・スペース

大学に対する社会的要請 学生のニーズ

○知識基盤社会、学習社会における市民の育成
○高等教育のグローバル化の中での質の維持・向上
○職業人としての基礎能力、創造的人材の育成

○自由に使える学習スペース
○文章作成力、ディスカッション能力、問題解決能力
○英語によるコミュニケーション能力

「千葉大学の教育･研究に対する意識･満足度調査報告書」（平成21年度）「学士課程教育の構築に向けて」（平成20年12月24日、中教審答申）

千葉大学中期目標・計画＜教育方法改善への取組、アクティブ・ラーニングの重視＞

コンテンツ活用の重
視

授業との関連の重
視
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「学士課程教育の構築に向けて」、千葉大学中期目標・計画とアカデミック・リンク

「学士課程教育の構築に向けて」（中
教審答申）において大学に求められ

ている取組
千葉大学中期目標・計画

アカデミック・リンクに
おける実現

「単位制度の実質化」

・単位制度の実質化の観点から教育方法
の点検・見直しを行い、質の向上を図る。

・授業時間外に学生がなすべき課題を明示
し、その活動に対してフィードバックを与える
ような授業運営上の工夫等により、単位制
度の実質化を進める。

・授業そのもののコンテンツ化、教材の電子化および教
科書、参考資料の電子化とオンライン提供による事前・
事後学習の充実
・学生の到達度に合わせた対話型学習支援の実現

「教育方法の改善」

・学習の動機付けを図りつつ、双方向型
の学習を展開するため講義そのものを魅
力あるものにするとともに，体験学習を含
む多様な教育方法を積極的に取り入れる。

・TA等を積極的に活用して双方向型の学
習や少人数指導を推進する。

・教育研究上の目的等に即して情報通信
技術を積極的に取り入れ、教育方法の改
善を図る。

★学生が能動的に参加する授業の充実、
情報化技術を応用した教育方法の開発と
充実

・アクティブ・ラーニングの手法を取り入れた
科目やICTを活用した教育方法の量的、質
的改善、TAの充実などを通して学習の双方

向性を確保し、主体的な学びに裏打ちされ
た情報発信能力を涵養する。

★教育環境を整備、充実による教育の効果
の向上と快適な学習環境の実現

・学習上必要な資料の体系的整備を行うと
ともに、教員と連携して授業に密着した情報
提供機能を拡充、強化する。また、ICT環境
を整備し、教育環境を充実させる。

・自主的学習、情報交換及び課外活動の場
として学生が利用できるスペースを充実さ
せる。
★学生の修学相談実施体制の整備

・学習相談を担当するスチューデント・アシ
スタント(SA)として優れた学生を採用する。

・授業のコンテンツ化の推進
・教材開発の企画・立案
・コースマネージメントシステムをベースとしたe‐learning
の先導的モデルコースの作成

・アクティブ・ラーニングを可能にする機器の整備された
学習空間の提供
・学生の到達度に合わせた対話型学習支援の実現
・ライティングスキル、情報リテラシースキルの涵養

・教員と職員の連携による「授業資料ナビゲータ」の推
進
・コンテンツ作成、配信のためのライセンス処理

・電子図書、オンデマンド印刷を含む、多様な形式での
コンテンツの提供

・個別学習／グループ学習に対応する情報通信機器が
整備された学習空間の提供

・SAの育成

「教職員の職能開発」

・個々の教員の授業改善に向けた努力を
支援する体制を整える。

・教員と協働する専門性の高い職員の育
成に向け、スタッフ・ディベロップメント
（SD）の機会と場を充実する。

★カリキュラムや教育方法の改善、教員の
職能開発を推進
・SDを強化、充実し、専門的知識及び業務

遂行能力の向上を図るとともに、業務の効
率化・合理化を推進する。

・授業へのICT活用にかかるFD/SDの実施
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教材・
教科書
の電子
化

動画教
材、授
業映像 電子

ジャー
ナル・e‐
books

CURAT
OR（機
関リポジ
トリ）

伝統的
図書館
蔵書

対面型講義
授業の
コンテンツ化

学内外で生産
される研究成果ゼミナール

学生を中心にみたアカデミック・リンクのイメージ

場所としてのアカデミック・リンク

オフィ
スア

ワー＠
AL

個別的個別的
情報リ
テラ

シー教
育

学生
による
学習
支援

誰でも
使える
Web上
の資源

多様なニーズに対応する快適・安全な学習空間＋コンテンツ＋人的学習支援

学習学習 コンテンツコンテンツ
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アクティブ・ラー
ニング・スペー

ス

ティーチング・ハ
ブ

コンテンツ・ラボ

コンテンツの提供 人的サポートの提供

授業のコンテンツ化
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研究開発部門 アクティブラーニング推進部門

コンテンツ・
ラボ

ティーチン
グ・ハブ

アクティブ・
ラーニング・
スペース

オンライ
ン・クラス
ルーム

「参加す
る学習」
（SA養成）

情報利用
行動定点

観測

「新しい
図書館員

」

FD/SD ラーニング・マネージ
メント・システム

認証

学内関連組織

連携 連携連携

レガ
シー・コン
テンツ再

生

「学習
力」・「教
育力」向

上

アカデミック・リンク・センター

デジタ
ル・コー
スパック
構築
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デジタルコースパック構築プロジェクト

レガシー・コンテンツ再生
プロジェクト

オンライン・クラスルーム
プロジェクト

電子書籍 ビデオ映像

講義資料
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・多様な形式のコンテンツの作成

・オールインワンでの提供（コンテンツ間の相互リンク）

・プラットホーム インディペンダントな環境

・授業毎のカスタマイズ
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授業資料ナビをベースにしたコンテンツ作成



LMS（Learning Management System）との連携



デジタルコースパック構築プロジェクト
Digitally Packaged Course Project
コンテンツの電子化を通じた学習環境の整備

授業時間外学習の充実のために、授業教材の権利処理

授業時間内の教室
＜多様な教材の利用＞

教科書

論文・資料
図版・データ

著作権処理・
電子化

LMS（Moodle)を通じた
授業時間外の学習

著作権法上の制約に、正当に「権利処理」することで対応
2011年度 普遍教育：教科書指定授業 36.35％（466/1282科目）
普遍教育の多くの授業では、さまざまな教材を利用して授業を実施



情報利用行動分析

学習/生活空間・時間
利用状況データ

学習成果
への影響

情報利用行動定点観測プロジェクト
Student Behavior Observatory

①アカデミックリンク・図書館の利用状況
②情報端末の利用状況
利用記録・アクセス記録の分析

①授業参加状況
②自習室の利用状況
③自宅学習の状況
自己申告用のウェブアンケート

学生の学習行動と学習成果の関連を、情報利用行動と学習/
生活空間の利用状況から継続的・横断的に検証する

学籍番号
による接合

授業履修状況/学務情報
と関連を分析

学習環境の検証

アカデミック・リンクの検証

12



「参加する学習」プロジェクト
Social Learning Project

“Independent  Learner”としての自律のために
アカデミック・リンクによる参加する契機の提供

アクティブラーニングスペースでのコンテンツを利用した「学生に
よる学生のための学習相談」の実現とそのためのアカデミック・リ
ンクによる体系的Student Assistant（SA)研修の構築

教育/支援活動への参加

学習への積極的な参加

Student Assistant によるコンテンツを利用した学習相談

相談者

S A
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「教育力」「学習力」向上プロジェクト
Faculty, Staff & Student Development Project

普遍教育センターとの連携／全学FD企画室・各部局のFDへの貢献

ICT・コンテンツを活用した教育・学習の向上

アカデミック リンクセンターによる
セミナー・シンポジウムの開催

学生の
学習力

教員の
教育力

職員の
支援力

アカデミックリンク機能の理解と教育・学習スキルの向上



「新しい」
図書館員

Student 
Assistant

教員
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環境・ツール・コンテンツ
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多様なニーズに対応する快適・安全な学習空間＋コンテンツ＋人的学習支援

「学習環境とコンテンツ提供環境の融合」を基本
さまざまな学習支援を実施

↓
コンテンツを活用したアクティブ・ラーニングの実現

↓
知識基盤社会においてコンテンツを十分に活用
しながら生涯学び続けることができる人材を輩出
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